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従業員、ボランティア、および契約社員の症状のスクリーニングは、職場でのCOVID-19の蔓延を抑制するため

の組織における対策の一部となります。スクリーニングの実施を選択した方々のために、本文書は、職場に入

る前に従業員を検査するためのいくつかの指示事項、およびスクリーニングテンプレートのサンプルを提供し

ています。注意: 1）症状のスクリーニングは、遠隔操作、または職種や特定の作業環境に基き、より適切か

つ便利な他の方法で行うこともでき、2）職場に入る前の検温の実施はオプションである。  

症状スクリーニングを直接行う場合は以下を確認してください: 

• スクリーニングを実施する場所は、被検者のプライバシーと機密性を維持できる場所である。 

• スクリーニング担当者と被検者は、少なくとも、スクリーニングプロセス全体を通して、布製フェイ

スカバーを着用し、6フィートの物理的距離を確保する。 スクリーニング担当者は医療用マスクとフ

ェイスシールドを着用することが理想的である。 

• スクリーニング担当者は手袋を使用し、身体的な接触または文書の交換を行う場合は、各従業員をス

クリーニングする前後に適切な手指衛生（石鹸と水、または 60％以上のアルコール濃度 60％以上の手

指消毒剤）を行う。 
• 現場で検温を行う場合、スクリーニング担当者は温度計の使用および洗浄方法について適切なトレー

ニングを受ける。 体温計が従業員に接触する場合は、使用後に毎回洗浄する。（非接触式体温計の使

用が望ましい）。 

 

健康スクリーニングおよび検温に関連するすべての文書は医療記録であり、医療記録の機密性、取り扱い、お

よび管理に関連するすべての規制に準拠する必要があります。 

従業員は、何らかの症状を報告している、発熱がある（100.4°Fまたは38°C以上）、過去14日間にCOVID-19

感染者と接触した従業員は、直ちに帰宅させなければなりません。 

会社名 

 
 

スクリーニング場所 スクリーニング実施者 スクリー

ニング日 

スクリーニング時 

間 

従業員名 

I. 口頭によるスクリーニング 

1. 以下の症状のいずれかを、過去 10日以内に最初に発症しましたか？ 

a. 発熱 (100.4°F または 38°C以上)  いいえ  はい 

b. 悪寒  いいえ  はい 

c. 咳  いいえ  はい 

d. 息切れ  いいえ  はい 

e. 呼吸困難  いいえ  はい 
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2. 従業員は、過去 14 日以内に新型コロナウイルス（COVID-19）に感染していることが判明している人物と接

触しましたか？ 

 
 いいえ  はい 

I.  
1. 使用した温度計: 

2. 従業員の体温: 
 

3. 体温が平熱より高い、すなわち

100.4°Fまたは 38°C 以上ですか？ 

  いいえ  はい 

II. 結論 

• 従業員に症状がなく、過去 14 日間に COVID-19 の既知のまたは疑われる症例への接触がない場合は、勤

務を許可する。 

• 従業員が過去 14 日間に COVID-19 の既知または疑いのある症例に接触したことがある場合は、直ちに帰

宅させ、自己検疫を指示する。ph.lacounty.gov/covidquarantineに記載されている検疫の手順を提供

する。 

• 従業員が上記の症状のいずれかを示している場合は、直ちに帰宅させ、自己隔離するように指示する。

ph.lacounty.gov/covidisolationに記載されている隔離の手順を提供する。 

 
1 つ選択： 

  従業員は勤務可 

  従業員は勤務不可、帰宅して検疫を行うよう指示 

  従業員は勤務不可、帰宅して隔離を行うよう指示 

 
スクリーニング実施者： 
氏名 役職 

  
署名 日付 

  
 

 


